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A s s 在庫管理 P r o をダウンロードいただきありがとうございます。

　商品登録数に制限があります。

　１００日後エクセルＰＤＦ書出ができなくなります。

　上記制限で問題無い場合、無料でお使いいただけます。

　ライセンス購入で制限解除できます。

　サポートはメールのみの対応となります。

　不具合を除き２回目以後のお問い合わせは、有料となります。

　電話対応、リモート接続でのサポートも可能ですが有料です

　メールでお問い合わせください。

　詳しくはホームページのサポートでご確認ください。

特徴

〇  倉庫業、運送会社で預かり品、メーカーなどの在庫管理ができます。

○ 複数の倉庫別商品在庫、　商品在庫管理ができます。

○ 在庫表はPDFやエクセルに書出後　メール送信も可能

　　メール送信は環境により送れない場合もあります

○ ファンクションキーとテンキーを使用してスピーディに入力できます。

○ 各業務での統一した操作で簡単に操作を覚えることができます。

（Escキーで終了　F12キーで決定　＋キーで照会など）

○ お客様に合わせたシステムをお作りいたします。

有償にて作成可能です。



　Ass在庫管理Proにはサンプルデータが登録されています。

　まずは、サンプルデータで動作確認

　　在庫一覧など帳票類も印刷してみてください。

　　＋キー、Ｆ２キーで　マスタ照会ができます。

　　　　　　　　　　　　　行削除、行挿入、行クリア　行での処理ができます　

　　画面の１番下には　操作内容のガイダンスが表示されます。



　在庫照会や在庫一覧表

　倉庫別在庫照会　倉庫別在庫一覧表など　動作確認してみてください。

　一覧表はプレビューすれば、印刷しないで画面で確認できます。

　

　サンプルデータは　練習データクリアの全ての明細データ、マスタデータクリア

　を実行すると、クリア（削除）されます。

テストデータで十分に動作確認後　実稼動するには、以下のデータクリア後　

倉庫名、荷主（メーカー、得意先）、商品等を登録し　使用してください。



○ 業務開始

　　業務開始時は、

　マスタ保守　会社情報セットから　自社名、住所、電話番号を入力後

　　　訂正ボタンをクリックし確定します。

　　初期倉庫コード、初期荷主（メーカー、得意先）コードは

　　事前に倉庫コードを登録しておく必要があります。

　　この初期倉庫コードは　１つしか倉庫が無い場合に

　　登録しておけば、すべての帳票などに事前にこのコードが表示

　　されます。

　　

　　在庫表などを　メール添付する場合

　　メールアドレス等に設定をしてください。

　　なお、メールはすべての環境で動作するものではありません。

　　セキュリティソフトなどの関係で添付ファイルなどが送れない

　　場合がありますので、　ご注意ください。



マスタ保守　荷主（メーカー、得意先）マスタメンテで

　　コード、荷主（メーカー、得意先）名、住所、締日を入力

メール送信する場合　メールアドレスを登録

　管理する商品が　自社の商品のみの（１件のみ）場合でも

　その１件を登録しておく必要があります。

　１件のみの場合　会社情報セットで　初期荷主（メーカー、得意先）コード

　でその　１件のコードを登録してください。

マスタ保守　倉庫マスタメンテで

　　コード、倉庫名を入力

　倉庫が１件のみ場合でも

　その１件を登録しておく必要があります。

　１件のみの場合　会社情報セットで　初期倉庫コード

　でその　１件のコードを登録してください。



マスタ保守　商品マスタメンテで

　　コード、商品名、品番、重量を入力

荷主（メーカー、得意先）コードは必須です。

　自社商品のみ（１件のみ）の場合でも、荷主（メーカー、得意先）を

　登録し、この荷主（メーカー、得意先）コードに設定します。

　商品は倉庫別に管理しますので、初期在庫数は　倉庫商品マスタメンテで登録

　します　

マスタ保守　倉庫商品マスタメンテで

　　コード、倉庫名を入力

　倉庫コードを入力　商品コードを入力し

　その在庫数を登録します。

　在庫数、在庫開始日は　朝１に日になります。

　このサンプルでは2024年1月1日　朝１の在庫数を登録します。



マスタ保守　倉庫商品一覧追加

　　倉庫商品マスタメンテで１件１件登録するのが面倒な場合

　　一覧表示から　チェックして追加することも可能です。

　倉庫コードを入力

　荷主（メーカー、得意先）コードを入力　すると

　該当商品が一覧表示されます。

　ここで、右端のチェックを入れてチェックされている商品を一括追加ボタンで

　下の一覧に追加されます。



マスタ保守　開始在庫数一覧訂正

　　倉庫商品マスタメンテで１件１件登録するのが面倒な場合

　　一覧表示から　チェックして追加することも可能です。

　倉庫コードや荷主（メーカー、得意先）コードを入力し　範囲を絞り

　在庫数　開始在庫数を入力します。

　登録後　訂正ボタンで確定します。



windows10,11 以降　日本語の入力がアプリ毎に管理できないようになっています。

Ass在庫管理Pro　の各項目のIME（日本語の入力）は　

自動で変更するようになっております。

コードは数値　記号

名称は漢字

電話は数値　記号　などの設定をしておりますが windows10,11では

アプリ毎に管理しない設定がデフォルトになっており　うまく入力方式が変更できません。

これを　「アプリウィンドウごとに異なる入力方式を設定する」を以下の手順で

変更されるのお勧めします。

スタートの設定開きます

Windows10



言語をクリック

関連設定のスペルチェック、入力、およびキーボードの設定をクリック　



キーボードの詳細設定をクリック　

アプリウィンドウごとに異なる入力方式を設定する　をチェックする



スタートの設定開きます

時計と言語をクリック

Windows11

入力をクリック



キーボードの詳細設定をクリック

アプリウィンドウごとに異なる入力方式を設定する　をチェックする
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１  開始

Ｆ１　　Ｆ２　Ｆ３　Ｆ４　　

Ass在庫管理Proを起動すると図１－１のような画面が開きます。

Ｆ１からＦ８キーを押すか、マウスでタブをクリックすると業務選択ができます。

ボタンをクリック

すると、各

プログラムが

起動します。

図１－１

パソコンの電源をＯＮにします。

しばらくして、デスクトップ画面が表示されたら

Ass在庫管理Proのアイコンをダブルクリックして　起動します。

起動手順
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図１－２

業務終了時は、ＥＳＣキーを押すと図１－２のように終了確認ではいを押せば終了します。

いいえなら、終了しません。

図１－３

終了時にデータをバックアップします。　

外部ディスク保存時は必ず外部ディスクの電源を入れてください。　ディスクが認識するまでに

５分ぐらいかかると思います。

図１－４

保存を実行すると　バックアップ完了後

図1－ 5のように　表示されます。

ＯＫを押すと終了します。

終了手順

図１－５
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２－１入出庫入力

２  日次業務

１伝票区分 １入庫　２出庫

ここにカーソルがある時にＦ２か＋キーを押すと

伝票照会（訂正、削除）ができます。（２－２参照）

Ｆ３キーで明細照会ができます。（２－３参照）

２発行年月日 発行年月日を入力

３伝票NO 伝票ＮＯを入力（日付の日を入力後　－キーで伝票ＮＯ訂正）

　４倉庫コード 倉庫コードを入力

Ｆ２、＋キーで照会できます（２－４参照）

　５コード 荷主（メーカー、得意先）コードを入力

Ｆ２、＋キーで照会できます（２－５参照）

　６商品コード 登録されている商品コードを入力

Ｆ２、＋キーで照会できます

　７数量 数量を入力

　　８備考 備考を入力

図２－１



各入力は　Ｅｎｔｅｒキーで決定

前行に戻るには　↑　キーを　押してください。

伝票訂正、削除方法

発行年月日で　Ｆ２か＋キーを押して　伝票照会で削除する伝票を選択します。

訂正、削除するデータが表示されます。（２－２参照）

ここで、Ｆ10を押すと伝票削除します。

削除しますか？ではいを押すと

削除されます。

訂正は、訂正項目まで　カーソルを送り

訂正後　Ｆ１２　訂正を押せば　訂正されます。　

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ２ 伝票照会 入力済みの売上データの照会

Ｆ５ 行削除 明細行に１行の削除

Ｆ６ 行クリア 明細行に１行のクリア（空白になります）

Ｆ８ 行挿入 明細行に１行を挿入

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１０ 削除 入力済みデータをディスクから削除します

この操作で、伝票照会で呼出できなくなります。

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

会社情報セットで　初期倉庫コード　もしくは、初期荷主（メーカー、得意先）コードを

登録した場合　入出庫入力の倉庫コード　荷主（メーカー、得意先）に事前に表示されます

初期倉庫コードは　倉庫が１つしかない場合に登録します。

初期荷主（メーカー、得意先）も、1つしかない場合に登録します。
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図２－２
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伝票区分でＦ２、＋を押すと図２－３の画面が開きます。　今まで入力した入出庫データで

１カ月前までのデータを表示します。

表示期間は　会社情報セットの表示前日数で変更可能です。

訂正再発行したい伝票を選択して（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと

表示されます。もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

データが多くて内容をしぼりこむには、検索キー（Ｆ12）を押して

開始日と終了日間を抽出して表示します。

伝票ＮＯを直接入力すると　そのＮＯのみ表示されます。

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ１２ 検索 伝票ＮＯをクリア

　　 ↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。

図２－３

２－２伝票照会
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２－３明細照会

図２－４

伝票区分でＦ３押すと図２－４の画面が開きます。　今まで入力した入出庫データで

１カ月前までのデータを表示します。

表示期間は　会社情報セットの表示前日数で変更可能です。

訂正再発行したい明細を選択して（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと

表示されます。もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

データが多くて内容をしぼりこむには、検索キー（Ｆ12）を押して

倉庫コード、荷主（メーカー、得意先）コード、商品コード

開始日と終了日間を抽出して表示します。

伝票ＮＯを直接入力すると　そのＮＯのみ表示されます。

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ１２ 検索 検索項目をクリア

　　 ↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。
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２－４倉庫照会

図２－５

↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。

倉庫コードでＦ２、＋を押すと図２－５の画面が開きます。　

倉庫を選択して（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと

表示されます。もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了
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２－５荷主（メーカー、得意先）照会

図２－６

↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。

荷主（メーカー、得意先）コードを入力でＦ２、＋を押すと図２－６の画面が開きます。　

荷主（メーカー、得意先）コードを入力を選択して

　　　　　（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと表示されます。

　　　　　もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

データが多くて内容をしぼりこむには、

〇コードを入力

〇検索キーを入力

〇電話番号を入力

〇検索名称を入力（ここは　あいまいで検索）

上記４点の複合で抽出できます

一覧表示の並び替えをコード順、検索キー順の切り替え　（Ｆ３）

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ１２ 検索
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２－６商品照会

図２－７

↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。

商品コードでＦ２、＋を押すと図２－７の画面が開きます。　

商品を選択して（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと

表示されます。もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

データが多くて内容をしぼりこむには、

〇グループを入力

〇コードを入力

〇検索キーを入力

〇検索品名を入力（ここは　あいまいで検索）

上記４点の複合で抽出できます

一覧表示の並び替えをコード順、検索キー順の切り替え　（Ｆ３）

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ１２ 検索
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照会の絞込み方法

コード、検索キーに入力すると各データの絞りこみができます。

コードと検索キーの一致するデータを絞りこみます。空白は未入力は全件検索

例）検索キー　フ なら　各マスタの検索キーがフのところのみが表示されます

　　　　　　　　　検索品名なら　あいまいの品名で検索も可能です

図２－８
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２－７倉庫間移動

図２－９

１伝票区分 ３倉庫間移動（固定）

ここにカーソルがある時にＦ２か＋キーを押すと

伝票照会（訂正、削除）ができます。

Ｆ３キーで明細照会ができます。

２発行年月日 発行年月日を入力

３伝票NO 伝票ＮＯを入力（日付の日を入力後　－キーで伝票ＮＯ訂正）

　４出倉庫コード 出庫　倉庫コードを入力

Ｆ２、＋キーで照会できます（２－４参照）

　５入倉庫コード 入庫　倉庫コードを入力

Ｆ２、＋キーで照会できます（２－５参照）

　６商品コード 登録されている商品コードを入力

Ｆ２、＋キーで照会できます

　７数量 数量を入力

　　８備考 備考を入力
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各入力は　Ｅｎｔｅｒキーで決定

前行に戻るには　↑　キーを　押してください。

伝票訂正、削除方法

発行年月日で　Ｆ２か＋キーを押して　伝票照会で削除する伝票を選択します。

訂正、削除するデータが表示されます。（２－２参照）

ここで、Ｆ10を押すと伝票削除します。

削除しますか？ではいを押すと

削除されます。

訂正は、訂正項目まで　カーソルを送り

訂正後　Ｆ１２　訂正を押せば　訂正されます。　

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ２ 伝票照会 入力済みの売上データの照会

Ｆ５ 行削除 明細行に１行の削除

Ｆ６ 行クリア 明細行に１行のクリア（空白になります）

Ｆ８ 行挿入 明細行に１行を挿入

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１０ 削除 入力済みデータをディスクから削除します

この操作で、伝票照会で呼出できなくなります。

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

図２－１０
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伝票区分でＦ２、＋を押すと図２－３の画面が開きます。　今まで入力した移動データで

１カ月前までのデータを表示します。

表示期間は　会社情報セットの表示前日数で変更可能です。

訂正再発行したい伝票を選択して（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと

表示されます。もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

データが多くて内容をしぼりこむには、検索キー（Ｆ12）を押して

開始日と終了日間を抽出して表示します。

伝票ＮＯを直接入力すると　そのＮＯのみ表示されます。

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ１２ 検索 伝票ＮＯをクリア

　　 ↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。

図２－１１

２－８倉庫間伝票照会
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２－９倉庫間明細照会

図２－１２

伝票区分でＦ３押すと図２－４の画面が開きます。　今まで入力した移動データで

１カ月前までのデータを表示します。

表示期間は　会社情報セットの表示前日数で変更可能です。

訂正再発行したい明細を選択して（カーソルキーで黒く反転させる）Enterキーを押すと

表示されます。もしくは、マウスでダブルクリックする。

選択しないときは、ＥＳＣキー

データが多くて内容をしぼりこむには、検索キー（Ｆ12）を押して

倉庫コード、荷主（メーカー、得意先）コード、商品コード

開始日と終了日間を抽出して表示します。

伝票ＮＯを直接入力すると　そのＮＯのみ表示されます。

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ１２ 検索 検索項目をクリア

　　 ↑↓で選択　PageUp PageDown でページ送り

Enterキーで確定

もしくは、マウスでダブルクリックで確定します。
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２－１０倉庫別在庫報告書

図２－１３

荷主（メーカー、得意先）コードを入力（必須）

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。　

倉庫コード 空白なら全倉庫

指定するとその倉庫のみ印字

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

書出後メール送信 書出後　添付してメール送信

添付ファイルは　エクセル、ＰＤＦのどちらかをマスタメンテに登録

してください。

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了
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２－１１在庫報告書

図２－１４

荷主（メーカー、得意先）コードを入力（必須）

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

書出後メール送信 書出後　添付してメール送信

添付ファイルは　エクセル、ＰＤＦのどちらかをマスタメンテに登録

してください。

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了
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２－１２倉庫別入出庫明細表

図２－１５

倉庫別の日付順の入出庫明細を一覧印刷

倉庫コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

開始～終了年月日

日付範囲を指定

本日、前日、期間のボタンをクリックでも日付が変更できます。

一覧表示の並び替えを日付順、商品別日付順の切り替え

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了
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２－１３倉庫別入出在庫一覧表

図２－１６

倉庫別に日付範囲の入出庫数と　終了年月日時点の在庫数を印字

倉庫コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

開始～終了年月日

日付範囲を指定

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了
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２－１４日付指定入出在庫一覧表

図２－１７

日付範囲の入出庫数と　終了年月日時点の在庫数を印字

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

開始～終了年月日

日付範囲を指定

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了
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今現在の倉庫別の在庫数を印字します。

倉庫コード Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

開始荷主（メーカー、得意先）～終了コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了

２－１５倉庫別在庫一覧表

図２－１８
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今現在の在庫数を印字します。

開始荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了

２－１６在庫一覧表

図２－１９
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倉庫別に商品出納帳を印字します。

倉庫コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

開始～終了年月日

日付範囲を指定

エクセル書出 エクセルファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了

２－１７倉庫別商品出納帳

図２－２０
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２－１８倉庫別入出庫明細照会

図２－２１

倉庫別の日付順の入出庫明細を照会

倉庫コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ照会 　

商品コード

空白なら全商品

指定するとその商品のみ照会

開始～終了年月日

日付範囲を指定
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図２－２２

２－１９倉庫別入出在庫照会

倉庫別に日付範囲の入出庫数と　終了年月日時点の在庫数を照会

倉庫コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

商品コード

空白なら全商品

指定するとその商品のみ照会

開始～終了年月日

日付範囲を指定

在庫再計算後　再表示( F 5 )  ボタンをクリックして（Ｆ５）

再表示させてください。

このボタンが表示中の場合、表示データは、条件と違うデータとなります。
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２－２０日付指定入出在庫照会

図２－２３

日付範囲の入出庫数と　終了年月日時点の在庫数を照会

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

商品コード

空白なら全商品

指定するとその商品のみ照会

開始～終了年月日

日付範囲を指定

在庫再計算後　再表示( F 5 )  ボタンをクリックして（Ｆ５）

再表示させてください。

このボタンが表示中の場合、表示データは、条件と違うデータとなります。
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今現在の倉庫別の在庫数を照会

倉庫コード Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字

在庫再計算( F 5 )  ボタンをクリックで

最新のデータを再表示します。

２－２１倉庫別在庫照会

図２－２４
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今現在の在庫数を照会

開始荷主（メーカー、得意先）コード

Ｆ２、＋を押すと図２－６の照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字

グループ グループ　０なら全て

指定すると　そのグループのみ 　

商品コード

空白なら全商品

指定するとその商品のみ照会

検索キー　 商品マスタの検索キーで検索

在庫再計算( F 5 )  ボタンをクリックで

最新のデータを再表示します。

２－２２在庫照会

図２－２５
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倉庫別に商品出納帳を照会

倉庫コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。　

商品コード （必須入力）

Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

開始～終了年月日

日付範囲を指定

２－２３倉庫別商品出納照会

図２－２６
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３　棚卸更新業務
３－１棚卸日セット

図３－１

１棚卸日 棚卸日を入力 ▲▼　クリックし変更可能

　　　　キャンセル(Esc) 終了

注意） 棚卸日は　実行日を入力しますが

　　　　　　　　　在庫数は、　その日の最終時間の在庫数を登録してください。

　　　　　　

　 　　６時　　　　　　　　１２時　　　　　　　１８時　　　　　　　２４時　　　

　　　　

この時点の在庫数

　以下重要　

　

　棚卸は　当日の業務終了後　実行してください。

　当日に棚卸後　当日売上、仕入は入力しないでください

　休日に棚卸するか

　売上、仕入入力完了後、棚卸を実行します。



図３－２

登録で確認　（棚卸日は間違いのない日を登録してください）
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図３－３

棚卸履歴一覧ボタンクリックで　図３－３　のように、棚卸履歴が開きます。

　ここで、　一覧選択後　棚卸データ削除ボタンをクリックすると　棚卸データを無しに

　（データ登録前に戻す）できます。

　ただし、日付を間違えた場合を除き　通常は実行しないでください。

　日付を間違っていない場合、何度も棚卸しは訂正できます。

　棚卸入力を開き　訂正できます（最後に登録したものが優先になります）
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３－２棚卸準備表

図３－４

実施棚卸数は手書き用です。　実際の在庫数を手書してください。

棚卸日の在庫数を印字し、実在庫印字できる枠を印字

倉庫コード Ｆ２、＋を押すと倉庫照会画面が開きます。

空白なら全倉庫

開始荷主（メーカー、得意先）～終了コード

Ｆ２、＋を押すと照会画面が開きます。

空白なら全商品

指定するとの指定のみ印字 　

開始～終了商品コード

空白なら全商品

範囲指定するとその範囲の商品のみ印字

倉庫別シートエクセル書出 倉庫別に分かれた　エクセルファイルに書出

棚卸入力用エクセル書出 棚卸入力で読み込み可能なファイルに書出

ＰＤＦ ＰＤＦに書出

プレビュー 印刷イメージで表示します

印刷 プリンタに印刷

　　ＥＳＣ 印刷しないで終了
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棚卸準備表　　倉庫別にシートを分ける

棚卸入力用　　1シートで　倉庫順



３－３棚卸入力

１在庫数 在庫数を入力

（帳簿在庫と実在庫が違う商品全ての在庫数を入力します）

２保存 入力完了後　実在庫数を登録します。

注意） 入力間違いの場合　何度も修正可能です。

棚卸入力用エクセルファイル読込(F8)

棚卸準備表で棚卸入力用エクセルで書出したファイルに

実在庫数を登録後　このボタンで読み込みできます。

図３－５
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図３－６

図３－７
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在庫数が変更されると　図４－８のように　変更された行がブルーになります。

保存（Ｆ１２）で　保存します。

　

図３－８

図３－９

図３－１０
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３－４棚卸更新

図３－１１

１最終棚卸日 日付は変更できません。自動で最終棚卸日が表示されます。

　　　　ＥＳＣ 終了
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実行すると　商品別に　在庫開始日を棚卸日＋１　に修正し

　　　　　　　　　　　開始在庫数を棚卸の在庫数に書き換えします。

実行するタイミング

棚卸更新を実行しないでも　運用は可能ですが、集計処理時間等がかかります。

　できれば　棚卸入力完了後　更新してください。

　　

図３－１２

図３－１３
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３－５直近の棚卸更新取消

図３－１４

図３－１５

直近の棚卸更新を取消　更新前の状態にもどします。

　

図３－１６
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３－６棚卸更新記録照会

図３－１ 7
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３－７棚卸後の注意事項

棚卸を実行することで　実在庫と帳簿在庫が合うように　欠減で調整しています。

ここで、棚卸日以前の日付で　入出庫入力すると在庫データがおかしいものになります。

棚 卸 日 　 例

（2024/07/31）
8/1 8/2

7/307/29

棚卸日以前のデータは登録、訂正はしないでください。

どうしても　棚卸日　以前のデータを修正や登録する必要がある場合

　棚卸更新を実行されていない場合　以下の手順可能です。

１）　入出庫データを入力（訂正）します。

２）　再度　棚卸入力を実行し　実在庫数を　再入力してください。

３）　データの変更が無いのを確認できれば、棚卸更新を実行

　棚卸更新後　棚卸日前のデータを修正、登録はできません。

　在庫数の変更は　棚卸日以降の日で　入庫、出庫で調整してください。
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図４－１８
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４  マスタ保守

図４－１

マスタメンテの画面　印刷（Ｆ８）をクリックすると　図５－１のように表示します。

　（印刷がないものもあります）

開始、終了コードを空白で印刷実行

すると　全件印刷されます。

なお、開始、終了コードにコードを指定して入力すると　その範囲を印刷します。

なお　Ｆ２、＋キーで照会できます。

４－１マスタ一覧
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図４－２

４－２荷主（メーカー、得意先）マスタメンテ

　　　１コード 荷主（メーカー、得意先）コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２検索キー 照会時に絞りこみに使用します。　半角ｶﾀｶﾅ　でﾖﾐｶﾞﾅを入力

　　　３名称 荷主（メーカー、得意先）名を入力

　　　４敬称 敬称　御中、様を入力

　　　５部署名 部署名を入力

　　　６郵便番号 郵便番号を７桁で入力（入力後、一致する住所を表示します）

　　　７住所１ 住所１を入力

　　　８住所２ 住所２を入力

　　　９電話番号 電話番号を入力

　　１０ＦＡＸ ＦＡＸ番号を入力

　　１１グループ グループを入力

　　１２担当者コード 担当者コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会

　　１３メールアドレス メールアドレスを入力

　　１４CCメールアドレス CCメールアドレスを入力

　　１５ﾒｰﾙ送信区分 0=送信しない　1=ＰＤＦ添付 2=エクセル添付

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ２ コピー 表示データのコピー

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ８ 印刷 一覧印刷

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます
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図４－３

コピー方法

コード入力するか、Ｆ２，＋キーで照会して　コピーする　コードを

選択して　内容を表示させます。

コピー（Ｆ２）ボタンをクリックします。　図５－３

　　　コピー先コードを入力し　実行をクリック

図４－４

コピー先コードでコピーされます。必要な項目を修正し　訂正（F12)で訂正確定します。
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訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

削除方法

コード入力するか、Ｆ２，＋キーで照会して　削除する　コードを

選択して　内容を表示させます。

削除（Ｆ４）ボタンをクリックします。　図５－５

のように削除確認ではいを押すと削除します。

図４－５

図４－６

なお、明細データがそのコードを使用している

ときは　

図５－６のようにデータ削除の確認ができます。

はい　　強制で得意先と明細、契約単価を削除

いいえ　削除しません

注意
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図４－７

印刷（F8)で一覧印刷ができます

コードにカーソルがある場合、Ｆ２，＋キー　ダブルクリックで　照会画面が開きます

各検索項目に入力すると　一致するデータのみが表示されます。

一覧をダブルクリック　もしくは、カーソルを移動し　Enterキーで　選択でき表示されます。
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４－３倉庫マスタメンテ

図４－８

　　　１コード 荷主（メーカー、得意先）コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２倉庫名 倉庫名を入力

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ２ コピー 表示データのコピー

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ８ 印刷 一覧印刷

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意
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４－４商品マスタメンテ

図４－９

　　　１商品コード 商品コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２検索キー 照会時に絞りこみに使用します。

　　　３商品名１ 商品名１を入力

　　　４商品名２ 商品名２を入力

　　　５品番 品番を入力

　　　６重量/容量 重量/容量を入力

　　　７単位　 単位を入力

　　　８単価 単価を入力

　　　９荷主コード 荷主（メーカー、得意先）コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　１０部門コード 部門コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　１１グループ グループを入力

　　１２適性在庫数 適正在庫数を入力

　　１３在庫管理区分 ０＝在庫管理する　１＝在庫管理しない

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ２ コピー 表示データのコピー

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ８ 印刷 一覧印刷

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意



-73-

図４－１０

コードにカーソルがある場合、Ｆ２，＋キー　ダブルクリックで　照会画面が開きます

各検索項目に入力すると　一致するデータのみが表示されます。

一覧をダブルクリック　もしくは、カーソルを移動し　Enterキーで　選択でき表示されます。



図４－１２
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４－５倉庫商品マスタメンテ

図４－１１

　　　１倉庫コード 倉庫コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２商品コード 商品コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　３棚番号 棚番号を入力

　　　４開始在庫数 開始在庫数を入力

　　　５在庫開始日 在庫開始日を入力

　　　６適性在庫数 適正在庫数を入力

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ８ 印刷 一覧印刷

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意

倉庫コードで　F3をクリックする　倉庫商品照会ができます。

　（倉庫＋商品）の一覧になりますので、修正時は　この照会から参照するのが便利です
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在庫開始日と開始在庫数は

朝一の在庫数でその朝一の日付になります。

例

在庫数　１００個　（棚卸）在庫の確認した日が２０２４年３月３１日とします

　在庫確認以降　入出庫がないとすると

在庫開始日は朝一ですので　２０２４年４月１日　開始在庫数は　１００個となります。

在庫開始日は　朝一の日

開始在庫数は　朝一の数量

商品マスタメンテで商品を登録後

倉庫商品マスタを作成してください。

１つしか倉庫が無い場合でも　１つの倉庫で倉庫商品マスタを作成してください。

倉庫商品マスタは　倉庫商品一覧追加から　簡単に追加できます。

図４－１３
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４－６単位マスタメンテ

図４－１４

　　　１単位コード 単位コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２単位 単位を入力

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意

図４－１５
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図４－１６

４－７部門マスタメンテ

　　　１部門コード 部門コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２検索キー 検索キーを入力

　　　３部門名 部門名を入力

　　　４グループ グループを入力

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ８ 印刷 一覧印刷

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意 図４－１７
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図４－１８

４－８担当者マスタメンテ

　　　１担当者コード 担当者コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２検索キー 検索キーを入力

　　　３担当者名 担当者名を入力

　　　４グループ グループを入力

各ファンクションキーの説明

ＥＳＣ プログラムの終了

Ｆ４ 削除 マスタの削除

Ｆ８ 印刷 一覧印刷

Ｆ９ クリア 表示されているデータをクリア（空白）

Ｆ１２ 確定、訂正 このキーでデータが保存されます

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意 図４－１９
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図４－２０

４－９倉庫商品一覧追加

　　　１倉庫コード 倉庫コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２荷主コード 荷主(メーカー、得意先)コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　１～２を入力する　該当商品で倉庫に登録されていない　商品が一覧表示されます。

　　　ここで、一覧右端の　追加のチェックボックスをクリックしチェックします。

　　　必要な商品をすべてチェック後

　　　チェックされている商品を一括追加　ボタンをクリックすると

　　　倉庫商品マスタが追加できます。

　　　開始在庫数は　次の開始在庫数一覧訂正から登録できます
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図４－２１

４－１０開始在庫数一覧訂正

　　　１倉庫コード 倉庫コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　２荷主コード 荷主(メーカー、得意先)コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　１～２を入力する　該当商品が一覧表示されます。

　　　開始在庫数は　在庫開始日を入力します。

　　　セット在庫開始　に日付を入力し　一括セットですべての行にその日付が登録されます。

　　

　　　登録後　訂正ボタンで確定されます。

　　　確定後　確定前には戻りませんので　ご注意ください。

　　　

在庫開始日と開始在庫数は

朝一の在庫数でその朝一の日付になります。

例

在庫数　１００個　（棚卸）在庫の確認した日が２０２４年３月３１日とします

　在庫確認以降　入出庫がないとすると

在庫開始日は朝一ですので　２０２４年４月１日　開始在庫数は　１００個となります。

在庫開始日は　朝一の日

開始在庫数は　朝一の数量
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図４－２２

４－１１コード変更

　　　１選択 荷主（メーカー、得意先）、商品のどちらを変更するか

　　　２現在コード 現在コードを入力　Ｆ２，＋キーで照会できます

　　　３新コード 新コードを入力
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図４－２３

４－１２会社情報セット

　　　　１自社名 自社名を入力　　　　　　

　　　　２代表者名 代表者名を入力

　　　　３郵便番号 郵便番号を入力

　　　　４住所１ 住所１を入力

　　　　５住所２ 住所２を入力

　　　　６電話番号 電話番号を入力

　　　　７ＦＡＸ ＦＡＸを入力　　

　　　　８登録番号 登録番号を入力

　　　　９初期倉庫コード　１つしか倉庫が無い場合　そのコードを登録　　

１０初期荷主コード　１つしか荷主(メーカー、得意先)が無い場合　そのコードを登録　

１１商品２使用区分　１＝使用しない　２＝使用する

１２単位使用区分　　１＝使用しない　２＝使用する

　　　１３数量少数桁 　数量の少数桁を入力　　　　

　　　１４単価少数桁 　単価の少数桁を入力

１５表示前日数　 　明細照会する前の日付を入力

１６伝票NO入力区分　１＝入力しない　２＝入力する

PDF 作成後 　開く　　開かない

エクセル作成後 　開く　　開かない

訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意
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報告書のメール送信方法　メールソフト

１７ﾃｽﾄﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 請求書転送をテストするテスト用メールアドレス

自社のメールアドレスなどを入力

１８報告書保存先 報告書のファイルを保存するフォルダ

１９自社ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 自社のメールアドレスを入力

メール転送する　送信元のメールアドレスとして使用

２０smtserver smtserverを入力

googleなら  smtp.gmail.com

２１serverport serverportを入力

googleなら　465

２２ SSL通信 1=ＳＳＬ通信する　２＝しない

googleなら　1

２３ユーザーID ユーザーＩＤを入力

２４パスワード パスワードを入力

２５件名 件名を入力

２６本文 本文を入力

メールテスト テストメールアドレスにメール送信テストを実行

図４－２４



図４－２５

報告書のメール送信方法　OutLook確認　　OutLook即送信

１７ﾃｽﾄﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 請求書転送をテストするテスト用メールアドレス

自社のメールアドレスなどを入力

１８報告書保存先 報告書のファイルを保存するフォルダ

１９自社ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 自社のメールアドレスを入力

２０件名 件名を入力

２１本文 本文を入力

メールテスト テストメールアドレスにメール送信テストを実行

　　　OutLook確認 OutLookを開き　確認後　OutLooKの送信ボタンをクリックで

送信します。　（こちらがお勧め）　　

　　　

　　　OutLook即送信　 OutLookを開き　確認しないで送信

送信する件数が多い場合に設定
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４－１３伝票情報セット

通常ここは、使用しません。

用紙を追加した場合や御社専用伝票を作成した場合に

　登録する必要がある場合に使用します

図４－２６
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訂正、登録完了時は　最後にＦ１２キーを押すことで保存されます

注意
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４－１４伝票番号セット

４－１５初期セット

図４－２８

　　　１機器ＮＯ 機器ＮＯを入力

0なら親機（データのある機械）

1以上なら子機

　２終了保存確認　１＝確認しない　２＝確認する

　　　３ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾌｧｲﾙ データベースファイルを選択

子機は　ネットワーク上にある親機のファイルを

指定します。

...ボタンでファイル参照できます。

　

図５－２７
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５  システム
５－１保存処理

図５－１

ファイル名を入れて　保存ボタンをクリック

ファイル名はできるだけ　わかりやすい名称にしてください。

zaikoproMBK　　　＋　　８桁日付　　　＋　.BUP

５－２復元処理

図５－２

復元するファイルを指定して　開くをクリック

注意）　復元すると実データが書き変わります。十分注意して実行してください。
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図５－４

５－３データ圧縮/修復

図５－３

データを圧縮します。　処理が早くなりますので定期的に実行してください。

データが壊れることはありませんので、処理が遅くなったと思ったときは、

実行してください。

５－４練習データクリア

明細データクリア 明細データのみクリアします。

全ての明細データ、マスタデータクリア

全てのデータをクリアします。

動作確認が完了して時点で全てをクリアしたい場合に

実行してクリアしてください。
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図５－５

在庫入力　時　親機と子機で同一データを修正できないようにＬＡＮ区分を

　　　　立てて修正できるようにしています。

なにかのトラブル（停電など）で操作途中でＬＡＮ区分が立ったまま

終了してしまった場合　この操作でＬＡＮ区分をクリアします。

データをクリアすのではありませんので、　いつ実行してもＯＫ

ですが、　子機が　動作していない状態で実行してください。

５－５LAN区分クリア
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５－６商品一括削除

図５－６

商品を一覧から削除する

　　　　削除したい商品を　一覧　左端のチェックを付けます。

　　　　チェックされている商品を一括削除をクリックして　商品を削除します。

　　　　明細がある状態で削除するのは問題になる場合があります。

　　　　一覧　下の明細有りの場合　削除しない

　　　　　　　　　明細有りの場合でも強制削除のどちらかを選択して　実行してください。


